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◎
1

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人

忘
れ
ら
れ
た
外
国
人

南

真
木
人

忘
れ
ら
れ
た
外
国
人

ネ
パ
ー
ル
人
移
住
労
働
者
の
現
在

こ
こ
数
年
、

少
子

高
齢
化

に
よ

る
労

働
者

人

口

の
減
少

を
懸

念

し
、
政
府

や

経
済

界
な

ど
が
、

こ
ぞ

っ
て
外

国
人

労
働

者

の
受

け

入
れ

に
関
す

る
報
告

や

提
言

を
発
表

し

て

い
る
。

そ
う

し
た

議
論

に

お

い
て
、

ま

る

で
過
去

に
存

在

し
な

か

っ
た

し
、

現

に
存

在

し
な

い
か

の
よ
う

に
無
視

さ
れ

る
外
国

人
労

働
者

が

い
る
。

そ
れ

は
、

一
九
八

〇
年

代
半
ば

頃

か
ら
増

加
し

、

一
九

九

三

年

を
ピ

ー
ク

に
減

少

し
続

け
る
、
超

過

滞
在

の
外
国

人
労
働

者

だ
。

い
わ

ゆ

る

「
オ

ー
バ

ス
テ
イ
」

の
外

国
人

と

い
う

ほ
う

が
、

な
じ

み
深

い
か
も

し
れ

な

い
。

バ
ブ

ル
経

済
期

の
好

景
気

を
日
本

社
会

の
底

辺
か

ら
支

え
た
彼
/

女

ら

の
多

く

は
帰
国

し
、

今

日
な

お
残

る
人
び

と

も

「
労
働

面
だ

け

で
な

く
、

風
俗

、
治
安

な
ど

い
ろ

い
ろ
な
分
野

に
わ
た

っ
て
、
様

々
な
問
題

を
引

き
起

こ
し

つ
つ
あ

る
」

(入
国

管
理
局

「
不
法
就

労
外

国
人

対
策

キ

ャ

ン
ペ

ー

ン
」

リ
ー

フ

レ

ッ
ト
、

二
〇
〇

〇
年

)
存

在
と

見
な

さ
れ
、

摘
発

の
強
化

に
よ

っ

て
国
外

退
去

さ
せ

ら
れ

て

い
る
。

み
な
み
・
ま
き
と
1

国
立
民
族
学
博
物
館

・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化

科
学
研
究
科
准
教
授
。
人
類
学
専
攻
。
共
編
著
に
、
ぎ

o
琶

≦
窓
口oロ

5。
蜜

一
〉
旨
」
魯

ぎ
帥
9

日
琶

く
。
剛
9
島

(。。
国
戸
刈
メ
Z
巴
。
匡

≦
暮
ロ
ヨ
o
h

睾

。
δ
聖

N
8
。。)
、
共
著
に
「講
座
世
界

の
先
住
民
族
3
1

南

ア
ジ
ア
」
(綾

部
恒
雄
監
修

・金
基
淑
編
、
明
石
書
店
、
二
〇
〇
八
年
)
な
ど
。

「
ル
ー

ル
を
守

っ
て
国
際

化

」

の
標

語

の
下

に
排
除

さ

れ
、

新

た
な
外

国

人
労
働

者
受

け

入
れ
論

議

に
お

い
て
も
無
視

さ
れ

る
、
超
過

滞
在

者
と

は

ど

の
よ
う

な

人
び

と

で
、

ど

の
よ
う

に
暮

ら
し

て

い
る
の
か
。

こ
こ

で
は
ネ

パ

ー

ル
人
移
住

労
働

者
を
例

に
、

そ

の
最
近

の
変
化

を
含

め

て
見

て
み
た

い
。

法

務

省

入
国

管

理

局

に
よ

れ
ば

、

二
〇

〇

八
年

一
月
現

在

の

「不

法

残

留
者

」

(本

稿

で
は
超

過

滞
在

者

)
数

は
、

一
四
万

九

七

八

五
人

で
あ

り

、

一
九

九

三
年

の
ピ

ー

ク

(
二
九
万

八
六

四

六
人

)

時

の

ほ
ぼ

半

数

に
ま

で

減

少

し

た
。

二
〇

〇

四
年

か

ら
五

年
後

を

見
据

え

て
始

ま

っ
た

「不

法

滞

在

者

半

減

」
対

策

は
、

そ

の
目
標

は
達

成

で
き
そ

う

に
な

い
が

、
超

過

滞

在

者

の
生
活

を
激

変

さ

せ
た

。
超

過
滞

在

者

の
出

身

国

は
、

韓

国

(
約

三

万

二
千

人

)
、

中

国

(約

二
万

五
千

人
)
、

フ
ィ
リ

ピ

ン

(約

二

万
五

千
人

)

が
多

く

、
タ

イ

、

台
湾

、

イ

ン
ド

ネ

シ

ア
、

マ
レ
ー

シ

ア
、

ペ

ル

ー
、

ス

リ

ラ

ン
カ
、

ベ
ト

ナ

ム

(
三

三
六

二
人

)
と

続

く
。

本

稿

が
対

象

と

す

る

ネ

パ

ー

ル
人
移

住

労
働
者

は
、

「
そ

の
他

」

に
該

当

す

る
、
忘

れ

ら

れ
た
外

国

人

の
な

か

の

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

で
あ

る
。
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図1ネ パール人 の流 出入 と累積滞在者(1980～2005年)

ネ
パ
ー
ル
人
移
住
労
働
者

ネ
パ
ー
ル
人
移
住
労
働
者
の
定
義

ネ
パ
ー
ル
人
移
住
労
働
者
と
は
、
主
に

「短
期
滞
在
」
の
在
留
資
格
で
入

国
し
、
超
過
滞
在
し
て
非
正
規
に
就
労
す
る
ネ
パ
ー
ル
人
の
こ
と
で
あ
る
。

彼
/
女
ら
は
、
関
東
地
方
や
東
海
地
方
で
、
工
員
、
建
設
現
場
作
業
員
、
あ

る
い
は
都
市
近
郊
農
村
の
住
み
込
み
農
業
労
働
者
な
ど
と
し
て
非
熟
練
作
業

に
従
事
す
る
。
そ
の
数
は
、
「短
期
滞
在
」
の
在
留
資
格
で
入
国
し
な
が
ら
、

そ
の
在
留
期
間
が
過
ぎ
て
も
出
国
し
て
な
く
、
退
去
強
制
に
よ
り
送
還
さ
れ

て
も
い
な
い
人
、
す
な
わ
ち
{「短
期
滞
在
」
の
(入
国
者
-
出
国
者
)
1
送
還

者
}
の
累
積
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
二
〇
〇
五
年
に
お
い
て
、
「短
期
滞
在
」
の

在
留
資
格
で
入
国
し
た
ネ
パ
ー
ル
人
の
超
過
滞
在
者
は
二
一
七
八
人
で
あ
り
、

こ
れ
に

「就
学
」
な
ど
他
の
在
留
資
格
で
入
国
し
超
過
滞
在
し
て
い
る
人

(お

そ
ら
く
数
百
人
)
を
加
え
た
数
が
、
ネ
パ
ー
ル
人
移
住
労
働
者
の
概
数
と
な
る
。

図
1
に
、
ネ
パ
ー
ル
人
の
各
年
の
流
出
入
と
累
積
滞
在
者
、
「短
期
滞
在
」

の
超
過
滞
在
者
を
示
し
た
。
全
体
と
し
て
日
本
を
訪
問
す
る
ネ
パ
ー
ル
人
は

増
加
し
、
滞
在
し
て
暮
ら
す
ネ
パ
ー
ル
人
も
五
七
六
四
人

(二
〇
〇
五
年
)

に
達
す
る
。
し
か
し
、
「短
期
滞
在
」
の
超
過
滞
在
者
の
ほ
う
は
、

一
九
八

九
年
に
前
年
の
二

・
七
倍
の
一
二
〇
〇
人
へ
と
急
激
に
増
加
し
た
が
、
そ
の

数
は

一
九
九
七
年

(二
七

二

一人
)
と

一
九
九
八
年

(二
七

一
一
人
)
に
緩

や
か
な
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
れ
以
後
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
。
超
過
滞
在
者
全

体
の
ピ
ー
ク
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
九
三
年
だ
が
、
後
発
の
労
働
者

送
り
出
し
国
で
あ

っ
た
ネ
パ
ー
ル
の
場
合
、
流
入
が
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
続
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い
た

と
考

え
ら
れ

る
。

優
勢

な

民
族
集

団

さ

て
、
ネ

パ
ー

ル

は
多

く

の
カ

ー

ス
ト

と
民
族

集
団

(そ

れ
ぞ

れ

一
つ
の

カ
ー

ス
ト
と
見

な

さ
れ

る
)

か
ら
な

る
階
層

的
な

複
合
社

会

で
あ

る
が
、

ネ

パ
ー

ル
人
移
住

労
働

者

の
社
会

も
例
外

で
は
な

い
。
表

1
に
、

ネ

パ
ー

ル
人

移

住
労

働
者

の
カ

ー

ス
ト
/
民

族
別

の
推
定

数
と

そ

の
比
率

を
表

し

た
。

こ

れ

は

二
〇
〇
〇

年

に
、

マ
ガ

ー
ル
人
民

族
協
会

と
グ

ル

ン

(タ

ム
)
人

民
族

協
会

の
複

数

の
役

員

が
、
相

談

し
な

が
ら
挙
げ

た
概

数

で
あ
る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
人

口
の
当
否

は
さ

て
お

く
と

し

て
、

何
れ

の
カ

ー

ス
ト
/

民
族

が
優
勢

か

と

い
う
傾
向

は
う

か

が
え

る
。

ま

ず
、

ネ

パ
ー

ル
人

移

住
労

働
者

の
九
割

が
先

住

の
民
族

集

団

で
あ
り

、

ネ

パ
ー

ル
本

国

に
お

い

て
優

勢

で
支

配
階

層

で
も
あ

る
、

パ

フ
ン

(ブ

ラ
ー

マ
ン
)

と
チ

ェ
ッ
ト
リ

(ク

シ
ャ
ト

リ

ヤ
)

と

い
う
高

位
カ

ー

ス
ト
は

一
割

程
度

に
と
ど

ま
る

こ
と
が
明

ら
か

に
な

る
。

し

か
も
、

タ
カ

リ
ー
、

マ
ガ

ー

ル
、
グ

ル

ン
人

と

い
う

上
位

三

つ
の
民
族
集

団

が
、
全
体

の
ほ
ぼ
半

数
を
占

め

て
い
る
。

つ
ま
り
、

日
本

に
お
け

る
ネ

パ
ー

ル
人
移
住

労
働
者

の
社

会

は
、

人

口
構
成

が
本

国

の
そ
れ
と
逆
転

し

て
お
り

、

こ
れ
を
基

に
民
族

集

団
は
民

族

と
し

て

の
ア
イ
デ

ン
テ

ィ
テ
ィ
や
自
尊

心

を
取
り

戻
し

、
政
治

的
な
発

言

力
を

も

つ
ま

で
に
な

っ
て
い
る
。

例

え
ば
、

ネ

パ
ー

ル
人
移

住
労
働

者

の
互

助

を
目

的
と

し

て
、

カ
ー

ス
ト

集

団

の
有
志

が

一
九
九
六
年

に
東

海
地
方

で
設

立
し

た

「
ネ
パ

ー
ル
人
奉

仕

委

員
会

」
と

い
う
協

会

の
役

員

は
、

一
九
九

九
年

の
選

挙

に
よ
り
、
多

数

派

の
民
族

集
団

の
出
身
者

で
独

占
さ

れ
た
。

そ

の
結

果
、
協

会

は
民
族

集
団

と

カ
ー

ス
ト
集

団

の
対
立
が
鮮
明

に
な

っ
て
求

心
力
を
失

い
、
活
動

が
停
滞
し

た
。

他
方

、

一
九

九
五
年

の
タ

カ
リ
i
、

マ
ガ

ー

ル
、
グ

ル

ン
人

の
民
族

協
会

を
皮

切
り

に
、

そ
れ
ぞ

れ

の
民
族

集
団

は
相
互

扶
助

を
第

一
の
目
的

と
し
た

協
会

を

設
立

し

(
ネ

ワ
ー

ル
人
と

ラ

イ
人

を
除

く
)
、
本

国

の
民
族

協
会

の

日
本

支
部

を
名
乗

っ
た
。
非

正
規

に
滞
在

し
就

労
す

る
外
国

人
労

働
者

の
身

に

は
、

日
常

的

に
解
雇
、

給
料

の
不

払

い
や

支
払

い
遅
延

、
怪

我

や
病

気
、

入
国
管

理
局

に

よ
る
摘
発

・
収
容
な

ど

の
問
題

が
降
り

か
か

る
。

民
族
協
会

は
隔
週

末

に
開
く
役

員
会

に
お

い
て
、

こ
れ
ら

の
問
題

を
日
本

人

の
N

G
O
、

労

働
組

合
、
教

会
、
篤

志
家

な
ど

の
支

援

を
得
な

が
ら
解

決

す

る
。

医
療
保

険

に
加

盟
し

て

い
な

い
移
住
労

働
者

の
治
療
費

は
、
手
術

を
伴

え
ぼ

二
〇
〇

万

円
を
超

え

る
出
費

と
な

る
が
、

こ
れ
も
民
族

協
会

が
寄

付
を
募

っ
て
補

て

ん

し
、
寄

付
者
名

と
金
額

を
民
族

協
会

が
発
行

す

る
雑
誌

に
掲
載

す

る
。
民

カース ト集団/民 族 集団1推 定数1比 率(%)

【カー ス ト集団】

パ フ ン

/チ ェ ッ トリ・カ ー ス ト 200 10

小計 200 10

【民族集団】

タカ リー人

400

20

マガール人 360 18

グルン(タ ム)人 320 16

ネワール人 200 10

ライ人/リ ンブー人 200 10

シェルパ人 190 9

チャンティヤール人 80 4

タマン人 60 3

小計 1810 90

計 2010 100

表1ネ パール人移住労働者のカース ト/民

族別推定数 と比率(2000年)
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族
協
会

の
役
員

、

つ
ま
り

リ

ー
ダ

ー

に
な

る
者

の
要

件

は
、

気
前

が
良

く

、

面

倒
見

が
良

い

こ
と
な

の
で
あ

る
。

政

治
化

す

る
民
族

集
団

民
族
協
会

は

一
方

で
、
民
族

文
化

の
復
興

運
動

や
先
住

民
権

の
主
張

、
民

族
集

団
を
従

属
的

な
地
位

に

お
と
し

め

て
き

た

パ

フ
ン

ニ
ズ

ム

(
ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

の
僧
侶

力

ー

ス
ト

、
パ

フ

ン
を

頂
点
と

す

る
浄

/
不

浄

の
観

念
)

と
カ

ー

ス
ト
制

を
も

つ
ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

の
否

定
、

お
よ
び

仏
教

へ
の
改
宗
運

動

に

も
熱

心

に
取

り
組

む
。

彼
/
女

ら

は
、
ネ

パ
ー

ル
か
ら

民
族
協
会

本
部

の
会

長
や

民
族
運

動
家

、

ミ

ュ
ー
ジ

シ

ャ

ン
を
招
聘

し

て
講
演

会
や

コ
ン
サ
ー
ト

な
ど

を
開

き
、

啓
蒙

と
親

睦

を

は
か

る

(
写
真

1
)
。

民
族

協
会

本
部

へ
の

写真1「 マガールの 日プ ログ ラム」でダンスを披露するネ

パール人移住労働者(愛知 県2007年)

寄

付
も

重
要

で
、
本

国

の
民
族
運

動
を
遠
隔

地
か

ら
経
済

的

に
支
え

て
き
た
。

一
九

九
九

年

に
は
、
東

海
地
方

の
タ

カ
リ

i
、

マ
ガ
ー

ル
、
グ

ル

ン
、

チ

ャ
ン
テ

ィ
ヤ
ー

ル
、

シ

ェ
ル
パ
人

の
六

つ
の
民
族

協
会

の
連

盟
と

し

て

「
ネ

パ
ー

ル
先

住

民

(
ア
デ

ィ
バ
ー

シ
ー
)
協
会

」

が
設
立

さ
れ

た
。
そ

れ
以
来
、

毎

年
八
月

、
ネ

パ
ー

ル
先

住
民
協
会

は
国
連

が
定

め
た

「国
際

先
住
民

の
日
」

(
八
月

九

日
)

を
記

念

し

て
文

化
プ

ロ
グ

ラ

ム
を
開

催

し
、

民
族

と

し

て
の

自

覚
と

団
結

、
さ

ら
に
高

位
力

ー

ス
ト

に
対
す

る
批
判
精

神

を
涵

養

し

て
き

た
。

二
〇
〇

八
年

も
愛
知

県

の
あ

る
都
市

の
公

民
館

で
、
招
聘

し

た
ネ

ワ
ー

ル
人

の
民
族

運
動
家

ス
ン
ダ

ル

・
マ
ッ
ラ

の
講
演

を

メ
イ

ン
と
す

る
文
化

プ

ロ
グ

ラ

ム
が
も

た
れ

た
。
今

回

は
、
自

身

が
タ

マ
ン
人

で
あ

る
駐
日

ネ

パ
ー

写真2「 国際先住民の日」を祝う文化プログラム(愛知県

2008年8月10日)

ル
大
使
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
・
ヨ
ン
ジ
ャ
ン
夫
妻
も
東
京
か
ら
駆
け
つ

け
、
総
勢
約
七
十
人
の
民
族
集
団
出
身
者
が
集
っ
た

(写
真
2
)。

当
然
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
カ
ー
ス
ト
集
団
の
人
び
と
は
招
か
れ

て
お
ら
ず
、
ネ
パ
ー
ル
人
移
住
労
働
者
全
体
の
福
祉
向
上
を
目

指
す
、
か
つ
て
の

「ネ
パ
ー
ル
人
奉
仕
委
員
会
」
の
よ
う
な
互

助
協
会
が
再
興
す
る
兆
し
は
な
い
。

日
本
に
お
い
て
国
際
先
住
民
の
日
を
祝
う
行
事
が
開
催
さ
れ

て
い
る
の
は
、
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
の
そ
れ
と
、
ネ
パ

ー
ル
先
住
民
協
会
の
こ
の
催
し
く
ら
い
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

ネ
パ
ー
ル
人
移
住
労
働
者
の
多
数
派
で
あ
る
民
族
集
団
は
、
民

族
意
識
と
政
治
に
目
覚
め
、
遠
く
日
本
か
ら
ネ
パ
ー
ル
の
民
族

運
動
に
参
加
し
、
そ
こ
に
社
会
的
使
命
や
役
割
を
見
出
し
て
い

る
人
び
と
な
の
だ
。

忘れられた外国人133



ネ
パ
ー
ル
人
移
住
労
働
者
の
移
住
プ
ロ
セ
ス

困

難
な

入
国

日
本

の

「短
期

滞
在

」

の
査

証
を

ネ

パ
ー

ル

の

一
般

の
人
び

と

が
取

る
こ

と

は
、
極

め

て
難

し

い
。

一
九

九
〇

年
か

ら

一
九

九

二
年

頃

ま

で
に
入
国

し

た
、

初
期

の
ネ

パ
ー

ル
人
移
住

労
働
者

は
、

ま
ず

入
国

に
査
証

が
不
要

で
あ

っ
た
ド
イ

ツ
に
渡

り
、

そ

こ
の
日
本
大

使
館

や
領
事

館

で
査
証

を
取

っ
て
来

た
人

が
少
な

く
な

い
。

ま
た
、

一
九
九

一
年
、

香
港

経
由

で
、
空

港

で

一
五

日

の
入
国
許

可
が

も
ら

え
た
韓
国

に
渡

り
、
成

田

で
三
日

以
上

の
ト

ラ

ン
ジ

ッ
ト

を
要
す

る

「乗

り
継
ぎ

の
悪

い
」

サ
イ

パ

ン
行

き

の
往

復
航

空
券

と
ホ

テ

ル

の
予
約

バ
ウ

チ

ャ
ー
を
購
入
。

そ

れ
ら
を

提
出

し

て
日
本

の
査
証

を
取

得

し
、
成

田

の
ホ

テ

ル
か

ら
逃
げ
出

し

た
事
例

も
聞

い
た
。

何
れ

も
情
報

な

い
し

は
工
夫

と
手
間

、
そ
し

て
あ

る
程
度

の
資
金

が
必
要

な
方

法

で
あ
る
。

一
方

で
、
金

に
糸

目
を

つ
け
な

い
人

は
、

ネ

パ
ー

ル
の

エ
ー
ジ

ェ
ン
ト

か

ら
日
本

の
査
証

が
押

さ
れ
た
旅

券

を
百
五
十

～

二
百
万

円

で
買

い
、

そ

の
人

に
な
り
す

ま
し

て
入

国
す

る
。

日
本

で

の
滞

在
期

間
が
十

年

を
超
え

る
よ
う

な

男
性

の
多

く

は
、

こ

の
よ
う

に
し

て
妻

を

ネ

パ
ー

ル
か
ら
呼

び
寄

せ

て
い

る
。

ま
た
、

意
外

に
多

い
と
思

わ
れ

る

の
は
、

日
本

人

の
友

人

に
身
元
保

証

人

に
な

っ
て
も

ら

い
来

日
す

る
形
態

で
あ

る
。

特
殊

な
例

と
し

て
、
英
国

の

正
規

兵

で
あ

る
グ

ル
カ
連
隊

を

退
役

し

た
ネ

パ
ー

ル
人

は
、

堅
実

な
履

歴
、

豊
富

な
渡
航

経
験

、
安
定

し
た
年

金
、
流

暢
な
英

語
力

に

よ
り
査

証
が
取

り

や
す

く
、
百

人
く
ら

い
の
退
役
軍

人
が
移

住
労
働

者

に
な

っ
た
。

も
と
よ

り

グ

ル
カ
兵

に
リ
ク

ル
ー

ト
さ
れ

る

の
は
、

マ
ガ
ー

ル
、

グ

ル

ン
、

ラ
イ
人

と

い

っ
た

民
族
集
団

で
あ

り
、
こ
れ
も
民
族
集

団
が
優
勢
な
要
因

の

一
つ
で
あ

る
。

就
労

の
形
態

来

日
す

る
ネ

パ
ー

ル
人

移
住

労
働
者

は
、
た

い
て
い
ネ
パ

ー
ル
人

の
知

人

(な

け
れ
ば

知

人

の
知

人

)

を
頼

っ
て
居
候

を

は
じ

め
、
職

を
探

す
。
運

よ

く
家
内

工
業

レ

ベ
ル

の
工
場

や
製

作
場

、
加

工
場

な
ど

に
空

き
が

あ
れ
ば

、

比
較

的
安

定

し
た
職

を
得

る
が
、
多

く

は
就
職
斡

旋
ブ

ロ
ー
カ

ー
か
ら
仕

事

を
紹

介

し

て
も

ら
う
。

二
〇

〇

一
年

、
自
動

車

の

マ
フ
ラ
ー
を
溶
接

す

る
機

械

を
運
転

し

て

い
た
男
性

は
、

次

の
よ
う

に
話

し
た
。

「
お
父

さ
ん

(
日
本

人
ブ

ロ
ー
カ
ー

)

に
仕

事

を
斡
旋

し

て
も
ら

っ
た
。

お

父
さ

ん

は
百

五

十

人
く

ら

い
の
外
国

人
労

働

者

を

い
ろ

い
ろ

な

工

場

に
派
遣

し

て

い
る
。
仕

事

だ
け

で
な
く

、
新

し

い
布
団

、

テ
レ
ビ

、

家

具

つ
き

の
ア
パ

ー
ト
な

ど
、
頼

め
ば
何

で
も
用

意
し

て
く
れ

る
。
そ

の
分

は

、
給

料

か
ら

天

引

き

さ
れ

る
。
時

給

は

一

一
〇

〇
円
。

残

業

の
時

給

は
一
三

七
五

円
。

お

父

さ
ん

が

工
場

か

ら

い
く
ら

も

ら

っ
て

い
る
か

は
知

ら

な

い
。

た

ぶ
ん

=
二
〇
〇

円

く

ら

い
だ

ろ
う
。

給

与

明

細

に

あ

る
T

A

X

(
四

%
)

と

い
う

の

は
、

税

金

で

は
な

く
、

お

父

さ

ん

が
集

め

る
掛

け
捨

て

の
医
療

保
険

代

の
よ
う

な
も

の
だ
。

二

年
前

に

は
な
か

っ
た
が

、

い
い
制

度
だ

。
」

そ

の
人

の
あ

る
月

の
給

与
明

細
を

見
る

と
、
手
取
り

は
十

七
万
八

千
円

で
、

こ
れ
は
ネ

パ
ー

ル

の
中
級

公
務

員

の
月

給

の
約

十
倍

に
あ
た

る
。

ア
パ
ー
ト

代
や

光
熱
費

は
、

ル
ー

ム

・
シ

ェ
ア
す

る
ネ

パ
ー

ル
人

三
人

で
頭
割
り

さ
れ

て

お
り
、

良

心
的

な
明
細

書

に
見

え

る
。

だ
が
、

も

し
彼

の

い
う

よ
う

に
、

こ

の
ブ

ロ
ー
カ

ー
が

一
時
間

に
二
百
円

を
天
引

き
し

て

い
る

の
だ
と
す

る
と

、
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一
カ
月

で
三
万

二
千

円
を

「
T

A
X
」

の
他

に
徴
収

し

て

い
る
こ
と

に
な
る
。

そ
れ

を
百
五

十
人

か
ら
徴
収

す

る

の
で
あ
れ
ば

、
ブ

ロ
ー
カ
ー

は

一
カ

月

に

約

四
百

八
十

万
円

を
荒
稼
ぎ

す

る

こ
と

に
な

る
。
彼

は
続

け

て
い
う

。

「
工
場
を

休

む
と

き
は
、

お
父

さ
ん

に
連

絡

す

る
。
何

か
あ

れ
ば

、
す

ぐ

に

タ
ク

シ
ー

で
駆

け

つ
け

て
く

れ

る
。

怪

我

を
し

て
も

工
場

の
人

は
見

て

い

る
だ
け

だ
。

連
絡

を

受

け

た

お
父

さ

ん

が
き

て
病

院

へ
連

れ

て
行
く

。
治

療
費

や

入

院
費

は
す

ぺ

て
払

っ
て
く
れ

る
。

百

万

円

く

ら

い
医

療

費

が

か

か

っ
た

人

も

い
た
。

給

料

の
前

借

も

で
き

る
。

一
万

円
借
り

る
と
、

一
万

三
百
円

に
し

て
給
料

か

ら
天

引
き

さ
れ

る
。

お
父

さ
ん

の
口
癖

は

『
機
械

を
壊

し

て
も

い

い
が
、

身
体

を
壊

す
な

』

だ
。
機

械

の
こ
と

に
詳

し

く
、
仕

事

の
出

来

・
不
出

来

が
わ

か
る

の

で
、

時

々
、
熟

練

度

を
見

て
賃
上

げ

の
要

求

に
応

じ

て
く

れ

る
。
外

国

入

女
性

労
働

者

の
恋
愛

に

は
う

る
さ
く

、

『
お
腹

が
大

き

く
な

っ
た

ら
仕

事

が

で
き

な

く
な

る
』

と
、

最
初

の
日

に
注

意

す

る
。

お
父

さ

ん
は

ほ
ぼ

毎
日
、
工
場
を
見

に
く

る
。
機
嫌

が
よ

さ
そ
う
な

と
き

に
は
、
『
貧

乏

だ
よ
。
ジ

ュ
ー

ス
買
う
金

が

な

い
よ

、
お
父

さ
ん
』

と

い
う

と
、
『
何

人

だ
?
』
、
『
十
八

人
』

・
:
・と

い
う

具
合

に
、
三
千

円

く
ら

い
く

れ

る
。
」

ブ

ロ
ー
カ

ー
を
介

し
た
就
労

に

つ
い
て
紹

介

し
た

が
、
彼
/

女

ら

の
立

場

は
き
わ

め

て
脆

弱

で
あ

る
。
例

え
ば

、

二
〇

〇

七
年
、

別

の
自

動
車

部
品
製

造

工
場

に

お

い
て
、

あ
る
チ

ェ
ッ
ト
リ

・
カ

ー

ス
ト

の
男
性

が
作
業

中

に
怪

我
を

し
た
。

そ

の
男
性

は
ブ

ロ
ー

カ
ー

に
相
談

す

る

こ
と

な
く
、
弁

護
士

を

た

て
て
直
接
、

会
社

に
た

い
し

て
補

償

を
要
求

し

た
。
数
百

万
円

の
補
償

金

を
手

に
し

て
、
さ

っ
さ
と
帰

国
し

よ
う

と
考

え
た

の
で
あ

る
。
だ

が
、
要

求

は
裁
判
で
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
点
で
会
社
は
、
六
～
七
十
人
い

た
ネ
パ
ー
ル
人
全
員
を
解
雇
し
た
。
男
性
の
利
己
的
な
ふ
る
ま
い
が
最
悪
の

結
果
を
招
い
た
と
、
元
従
業
員
の
マ
ガ
ー
ル
人
は
怒
り
を
露
わ
に
し
た
。

こ
う
し
た
業
種
の
他
に
も
ネ
パ
ー
ル
人
移
住
労
働
者
は
、
高
原
野
菜
の
栽

培
農
家
で
の
住
み
込
み
労
働
、
タ
イ
ル
加
工
場
で
の
選
別

・
梱
包
作
業
、
食
肉

加
工
業
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
解
体
業
、
二
四
時
間
体
制
で
注

文
の
入
っ
た
自
動
車
部
品
を
仕
分
け
す
る
作
業
な
ど
、
日
本
人
が
敬
遠
す
る
よ

う
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
。
否
、
日
本
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
ネ
パ
ー
ル
人

移
住
労
働
者
の
よ
う
な
、
立
場
の
最
も
弱
い
超
過
滞
在
者
が
就
く
業
種
と
は
、

実
質
的
に

「単
純
労
働
」
分
野
で
の
外
国
人
就
労
の
機
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ

た
、
日
系
人
の

「定
住
者
」
や
外
国
人
研
修

・技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
が
定

着
し
て
も
な
お
、
ニ
ッ
チ
と
し
て
残
っ
て
い
る
よ
う
な
仕
事
な
の
だ
。

ネ
パ
ー
ル
人
移
住
労
働
者
か
ら
在
留
資
格
「技
能
」保
持
者

へ

減

少
す

る
ネ

パ
ー

ル
人

移
住

労
働
者

二
〇
〇

七
年

三
月

、
静

岡
県

の
あ

る
都

市

の
繁
華

街
を

ネ

パ
ー

ル
人

の
友

人
と
歩

い
て
い

る
と
、
数

年
前

ま

で
の
よ
う

に
何

人
か

の
ネ

パ
ー

ル
人

に
出

く
わ

し
、
通
り

や
駅

で
会

話

に
花

が
咲

く
と

い
う

こ
と

が
な

い

の
に
驚

い
た
。

彼

に
よ
れ
ば

、
ネ

パ
ー

ル
人
移
住

労
働
者

は
送
還

に
よ

っ
て
激

減

し

て
お
り
、

い
た
と
し

て
も
以
前

の
よ
う

に
は
気
軽

に
街

に
出

歩

か
な

い
と

い
う

。

ネ
パ

ー

ル

の
食
材

な

ど
は
指

定
し

た
時
間

に

ア
パ

ー
ト
ま

で
届
け

て
く

れ

る
配

送

サ

ー
ビ

ス
が
誕
生

し
、
市

街
地

に
来

る
必
要

も
な
く
な

っ
た

そ
う

だ
。

ネ
パ

ー

ル
人
移
住

労
働

者

の
最
後

の
砦

は
、
愛
知

県

の
あ

る
都
市

く
ら

い
し
か
な
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き

き

む

し
と

し
〉つ

ネ
パ

ー
ル
人
移

住
労
働
者

の
減

少
を
垣
間

見

る
変
化

は
他

に
も
あ

っ
た
。
日

本

人
女

性
と
結

婚

し
た
ネ

パ

ー
ル
人

が
経
営

す

る

ネ
パ
ー

ル
食
材

・
雑
貨

店

は
、

パ
キ

ス
タ

ン
人

や
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
人
向

け

の

ハ
ラ
ー

ル
食

品
の
販
売

に
傾

斜

し
て

い
た
。
隣
接

す
る

レ
ス
ト

ラ
ン
で
も

、
ネ
パ
ー

ル
人
調
理

師

の
他

に
イ

ン
ド

ネ

シ
ア
人
調
理
師

を
雇

い
、
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
料

理
も
提
供
す

る
よ
う

に
な

っ
た

。
ま
た
店
頭

か
ら
は
、

一
九
九
七
年
か
ら

二
〇
〇

二
年
頃

ま
で
日
本

で
盛

ん

に
発

行
さ
れ

て
い
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ネ

パ
ー
ル
語

の
雑
誌

が
姿

を
消
し
、
イ

ン
ド

ネ

シ
ア
語

の
新
聞

(ζ
9
凶。。
Z
露

ヨ
住
8
。。。包

だ
け

が
置

か
れ

て
い
た
。

聞
く

と
、
日
本

で
発
行

す
る
ど

の
ネ
パ
ー

ル
語
雑
誌

も
休
刊
状
態

で
、
今
は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
が
あ

る
か
ら
雑
誌
な
ど
売
れ
な

い
の
だ
と

い
う
。

ネ

パ
ー

ル
人

に
多

い
在

留
資
格

「技

能
」

ネ
パ

ー

ル
人
移
住

労
働

者
が
減

少

に
向

か
う

一
方

で
、
顕

著
な

増
加

を
見

せ

る
在

留
資
格

に

「技

能

」
と

「就

学
」

が
あ

る
。
と

く

に
外
国
料

理

の
調

理
師

が
多

く
を

占

め

る

「
技
能

」

の
資
格

で
滞
在

す

る
人

が
多

い
こ
と

は
、

他

国

と

比
較

し

て
も

ネ

パ
ー

ル

の
特

徴

に
な

る
。

二
〇

〇

六
年

、

「技

能

」

の
在

留
資

格

で
滞
在

す

る
ネ
パ
ー

ル
人

の
外

国

人
登
録

者

は

=
二
八
八
人

で

あ
り

、

こ
れ

は
中

国

(九

八

〇
七

人
)
、

イ

ン
ド

(
一
九

三
八

人
)
、
韓
国

・

朝
鮮

(
一
六

一
七
人

)

に
次

い
で
四
番
目

に
多

い
。
ま

た
、
同
じ
年

「技
能

」

の
在

留

資
格

で
新
規

に

入
国

し
た

ネ
パ

ー

ル
人

は
四
百

五
十

二
人

で
あ
り

、

中
国

(
二
三

二
五
人
)

に
次

ぐ
多

さ

で
あ

る
。

「
技
能

」

の
在

留
資

格

に
関

し

て
、
東

京

で
ネ

パ

ー

ル
、

イ

ン
ド
、

タ

イ

製

の
若

い
女
性

向
け

の
衣
類

の
問
屋

を
経

営
す

る
ネ

パ
ー

ル
人

の
友

人

か
ら

興
味
深

い
話
を

聞

い
た

。
副
業

と

し

て
ネ
パ
ー

ル

・
レ

ス
ト

ラ

ン
も
経
営

す

る
彼

に
よ
れ
ぼ

、
現
在

、
東
京

周
辺

に

は
、
大

小
さ
ま
ざ

ま

の
百

軒
近

い
ネ

パ
ー

ル

・
レ
ス
ト
ラ

ン
や
バ

ー
が
存

在
す

る
と

い
う
。

一
九
九

〇
年
代
初

め

か
ら
あ

る
老
舗

は
ご
く
少

数

で
、

ほ
と

ん
ど
が

二
〇
〇

四
～

二
〇

〇
六
年

の

間

に
開
業

し
た
店

ば
か
り

だ

そ
う
だ

。

試

し

に

「東
京

レ
ス
ト
ラ

ン
サ

ー
チ
」

と

い
う

、
東
京

周
辺

の
世
界
各

地

の
料

理
店

を
検
索

で
き

る
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト

で
ア
ジ

ア
料

理
店

を
調

べ

て
み

る

と

、
ネ

パ
ー

ル

・
レ
ス
ト
ラ

ン
は
八

十
七
軒

を
数

え
た
。

こ
れ

は
街
角

で
よ

く

見

か
け

る
、

イ

ン
ド
、
タ

イ
、

中

国
、

韓
国

・朝

鮮
、

ベ
ト

ナ

ム
料
理

の

店

に
次

い

で
多

く
、
ネ

パ
ー

ル

・
レ

ス
ト

ラ

ン
が

「人
知

れ
ず
」

増
加

し

て

い
た

こ
と

を
示

す
。

一
軒

の
店

に

は
規
模

に
も
よ

る
が

二
～
三
人

の
ネ

パ
ー

ル
人

調
理
師

が
働

く

の
で
、
新

規
ネ

パ
ー

ル

・
レ

ス
ト

ラ

ン
の
開

業
と
と

も

に

「
技
能
」

の
在

留
資
格

を
も

つ
ネ

パ
ー

ル
人
が
増

加
し

て

い
る
の
だ
。

二
〇
〇

四
年

ま
で
超
過

滞
在

の
ネ

パ
ー

ル
移
住
労

働
者

で
あ

っ
た
男
性

は
、

日
本

に
滞
在

中

に
パ
キ

ス
タ

ン
人

の

レ
ス
ト
ラ

ン
経

営
者

と
話
を

つ
け
、

自

発
的

に
出
頭

し

て
ネ
パ

ー

ル
に
送
還

さ
れ

た
数

ヵ
月
後

に
は
、
新

た

に

「
技

能
」
の
在
留
資

格

を
取

っ
て
再

来

日

し
て

い
た
。
こ

の
よ
う

に
、
二
度

目

は
「
短

期
滞

在
」

で
は
な

く
、
何

ら
か

の
就

労
可
能

な
在
留

資
格

を
も

っ
て
再
来

日

す

る
人

は
少

な
く

な

い
。

忘
れ
ら
れ
た
外
国
人
の
貢
献
に
気
づ
く
と
き

ネ

パ

ー
ル
人
移
住

労
働
者

の
減

少

と
、
就

労

で
き
る
在
留

資
格

を
も

っ
た

ネ

パ
ー

ル
人

の
増

加

は
、

近

年

の
大

き
な

変
化

で
あ

る
。

そ

こ

に
は
、

「
好
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ま

し
く

な

い
」
超

過
滞
在

外
国

人

の
排

除
と

就
労
活

動

が
認

め
ら
れ

て

い
る

「
好

ま
し

い
」
外

国
人

の
受

け

入
れ
促

進
、

と

い
う

二
律

背
反

の
政
策

が
影

響

し

て

い
る
。
滞

日

二
十
年

の
あ

る
ネ
パ

ー

ル
人

は
、
自

ら

の
会
社

で
の
経

験

か
ら

「
以
前

に
比

べ

て
、
雇

用
す

る
ネ

パ
ー

ル
人
従
業

員

の
在
留

資
格

を

取

る

こ
と
が
容

易

に
な

っ
た
」
と

い
う
。
新

規

ネ
パ

ー
ル

・
レ
ス
ト
ラ

ン
の

開
業

ラ

ッ
シ

ュ
も
、

お
そ

ら
く

「技

能
」

の
在

留
資
格

が
取

り
や

す
く

な

っ

た

こ
と

と
無
縁

で
は
な
か

ろ
う
。

長
期

化
す

る
ネ

パ
ー

ル
人
移
住

労
働
者

の
日
本
滞
在

は
、

日
本

語
能

力

の

向

上
や

生
活

習
慣

の
習
得

は

い
う
ま

で
も
な

く
、
就

労
可

能
な

在
留
資

格
を

取

得
す

る
ル
ー
ト

や
人

間
関
係

を
築

き
、
日
本

で
稼

い
だ

資
本

を

そ

こ
に
投

入
し

て
再
来

日
す

る
機

会
を
増

や

し
た
。
あ

る

い
は
、
日

本
人

の
共

同
出
資

者

を
見

つ
け
た
り

、
日
本
人
女
性

と
結
婚

し
た
り
す

る

こ
と

で
、
ネ
パ
ー

ル

・

レ
ス
ト

ラ

ン
や

ネ
パ

ー

ル
食

材

・
雑
貨

店

の
経
営

を

は
じ

め
る
元
超

過
滞

在

者

を
生

ん

で
い
る
。

一
方

で
、

初

め
て
来

日
す

る
人

で
も
、
も

は
や
リ

ス
ク

の
大

き

い

「短
期
滞

在
」
に
よ
る
超
過
滞

在
を
選
択

す
る
人

は
少

な

い
だ
ろ
う
。

ネ

パ
ー

ル
人
移
住

労
働
者

の
減

少

に
拍

車
を

か
け

る
外
的

な
要

因
と

し

て

は
、

二
〇
〇

五
年
、

英
国
政

府

が

一
九
九

七
年

七
月

以
降

(香
港

の
中

国

へ

の
返
還

)

に
退
役

し
た
グ

ル
カ
兵

と

そ

の
家
族

に
、

英
国

の
市

民
権

を
認

め

た

こ
と
が
あ

る
。

こ
れ

に
よ
り

日
本

で
働

い
て

い
た

該
当
者

が

一
斉

に
、
英

国

へ
渡

る
手

続

き
を
取

る
た

め
自

発
的

に
帰
国

し
た
。

ネ

パ

ー
ル

の
国
内
事
情

も
、

大
き

く
変
わ

っ
た
。

ネ

パ
ー

ル
で

は
共
和
制

を
求

め
る
ネ

パ
ー

ル
共
産

党

(毛
派

)、

す
な
わ

ち

マ
オ
イ

ス
ト

の
内

戦

が

一

九
九
六
～

二
〇
〇
六
年
ま

で
続

き
、

こ

の
間

に
約

一
万

三
千

人

の
犠
牲
者

を
生

ん
だ
。
村

に
住
む
青

年
男
子

の
多

く
が

マ
オ

イ
ス
ト
人
民
軍
に
半
強
制
的

に
リ

ク

ル
ー
ト
さ
れ
る

こ
と
を
恐

れ
、
都
市
部

へ
、

さ
ら
に
は
海
外

へ
と
出
稼
ぎ

に

出
た
。
日
本

に
住
む
ネ

パ
ー
ル
人
移
住
労
働
者

に
と

っ
て
は
、
送
金
先

の
留
守

家
族
が

マ
オ
イ

ス
ト

か
ら

の
多

額

の
寄
付
要

求
に
悩
ま
さ
れ
た
。
ま
た
、
帰

国

す

る
と
、

マ
オ
イ

ス
ト

に
脅

さ
れ

る
格
好

の
タ
ー
ゲ

ッ
ト

に
な

る
の
を

懸
念

し
、

帰
国

の
タ
イ

ミ

ン
グ

を
引
き

伸
ば

し
て
き

た
人
が
少
な

く
な
か

っ
た
。

だ
が
、

内
戦

が
終
結

し
、

ネ
パ
ー

ル
が
連
邦

民
主
共
和
制

に
変
わ

っ
た
現
在

、
自
発

的

に
出
頭

し
帰

国
す
る
人
は
ま
す

ま
す
増
え

る
で
あ

ろ
う
。

さ

て
、

日
本
社

会

の
最

底

辺

で
経

済
活

動
を
支

え

て
き
た
、
忘

れ

ら
れ
た

外

国
人
あ

る

い
は

「忘

れ
た

い
外
国

人
」

が
本

当

に
姿

を
消
す

と
き

、
そ

の

空

席
を
誰

が
埋

め

て
く

れ

る
と

い
う

の
だ

ろ
う
。

先

に
述

べ
た
よ
う

に
、
彼

/

女
ら

が
従
事

し

て
き
た
業

種
と

は
、

日
系
人

の

「定

住
者

」
や
外

国
人
研

修

・
技

能
実
習

生

の
受

け

入
れ

が
定
着

し

て
も

な

お
、

ニ
ッ
チ
と

し

て
残

っ

て
い
る
よ
う

な
過
酷

な
仕
事

で
あ

っ
た

。
近

い
将
来

、
忘

れ
ら
れ

た
外
国

人

の
貢
献

を
思

い
出

し
、
排
除

と

い
う
、

も

っ
た

い
な

い
選
択

し

か
で
き
な

か

っ
た
政
策

を
後
悔
す

る
と

き
が
来

る

の
で
は
な

い
か
。
驚

く

こ
と
に
、

ま
た

有

難

い
こ
と
に
、
強

制
的

に
ネ

パ

ー

ル
に
送

還

さ
れ
た
人

で
あ

っ
て
も

、
日

本

の
生
活

を
懐

か
し
く
思

い
、

ま

た
行

っ
て
働
き

た

い
と
願

う

ネ
パ

ー
ル
人

移

住
労

働
者

は
少

な

く
な

い
。
仕

事

や

日
本

語

で
苦

労

を
重

ね

て
き

た

"忘

れ
ら

れ
た
外

国
人

"
は
、
本

当

の
意

味

で
日
本

の
良
き

理
解
者

で
あ
り

、
潜

在

的
な

日
本

フ

ァ
ン
な

の

で
あ

る
。
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